
「修学ザボート室」の利用についマ
メールまたはお電話で、いつでもどんなことでも、お気軽にご相談・お問い合わせください。

ーー』一一 ＜相談・サポートはすべて無料です。＞

／メールまたは＼

＼電話で相談 ノ
一口 亡二〉

静岡キャンパス
修学サポート室（コム二ス〉

【揚所】共通教育A棟 5階 502室〈エレベーター前の学生相談室の隣〉
【メールアドレス】 unno.tomoko@shizuoka.acjp
【TE L・FA×】 054-238-4333 （内線 4333) 
【受付時間】月～金曜日 9:30～16:30 

うんのともこ

・コーディネーター： 海野智子
「コム二ス」とは、「コミュ二ケーション」の語源、ラテン語で「分かち合う」と言う意味です。
人はみな得意不得意があります。おEいの強みを活かし、分かち合い支え合いながら学生生活を
送ることができるよう、個人へのサポートやピアポート活動を行っています。
「自立」とは、自分の強みを知ること、そして困ったときヘルプが出せる人や揚と繋がること。
修学サポート室〈コム二ス〉はあなたの「自立」を応援します！

,.......----- 浜松キ山スー『司司

h』竺学サポート室〈こみさ~
【揚所】工学部7号館 3階（エレベーター隣の学生相談室と共有〉
【メールアドレス】 ota.yuko@shizuoka.acjp
【TE L・FA×】 053-478-1504 〈内線 1 504) 
【受付時間】 月・火・金曜日 g:o 0～16:00 

おおたゅうこ

・コーディネーター： 太田祐子
うっ力、り屋は軽いフットワークのアイディアマンに、ロベたは熟考する信頼できる人に、人見
知りは忠実な友達に、できないことは創意工夫の源に。 人と遣っていること、短所と思えること
はひっくり返せば強みになり、深く人とつながることのできる大切なリンクです。

柔軟に時にレ15＼とく、手探りしつつ、でも時に勇気をもってチャレンジ…。
太学生活が人生の大きなチャンスになりますように！

2018年度

くしす、つぴ一手帳＞

コム二ス・ピアサポーター＆こみさぽ倶楽部が作成した、大学力レンダー、

授業出欠確認表、試験・レポート確認表など、静岡大学でスムーズに勉強や

生活をするためのスケジュール管理手帳です。 1年生全員に配布していま

す。図書館など講内の共通施設にも設置してありますので、 2年生以上の人

もご利用ください。

心意ら＆1》手帳

空塑三里型

豊筆重量

重量

修学サポート室 ウ工ブサイト

修学サポート室スケジュール、コミュニケーション講座などの各種講座、
ピアサポート活動の様子、 UDマップ＆ガイド等を掲載しています。

http:/ /www.ossn.support.shizuoka.acJp/ 

国軍長田

欝器

I 静日学生支援切一障害学生支援部門修学付ート室
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静岡大学では、 2013年度に「修学サポート室」を開設レ、 2016年4月の「障害者差別解消法」
施行に伴い教職員対応規則の策定や規程等の見直レを行うなど、障害学生支援体制の強化に取り組んで
きました。今年度ち共生キャンパス実現に向け、障害学生を含むすべての学生が相Eに人格と個性を尊
重し合いながら共に学び共に生活を送ることができるよう、障害の特性に応じて必要な配慮や支援を
行っていきます。また、より良い人間関係を構築する力を養う揚を、学生相Eが関わり合う活動を通じて
提供していきます。新入生をはじめ学生の皆さん、気軽に「修学サポート室」をご利用ください。

学生支援センター長 寺村泰

「修学サポート室」とは？
障害があるため、またはコミュ二ケーションが苦手なために、大学で学15＼にあたって困難を感じ
ている人を個別に支援する障害学生支援室の通称です。

どんな人のため？
静岡大学に通う学生で以下のような修学上の困難を抱えている人、およびその保護者、学生を支
援する教職員
・身体障害がある人＜視覚障害、聴覚・言語障害、肢体不自由、病弱・虚弱等＞
・発達障害と診断された人＜自閉スペクトラム症（障害〉、限局性学習症〈障害〉、注意欠如・多
動症〈性障害〉、広汎性発達障害、アスペルガー症候群等〉

その他、下記に当てはまる人のご相談に応じます。

ミタ障害があるわけではないけれど・．．

肯実習や実験などグループワークがうまくやれない。
女友人をうまく作れない。
女急な変更があるとどうしていいかわからなくなる。
女がんばっているのに予定どおりに作業を進めることができない。
宵困ったことがあった時にうまく人に相談できない。
女 〈思いをうまく伝えられずに〉人から誤解されやすい。 などなど ~Q 

利用者ぬ声 息子が安I~＼して学生生活
を送れるのは修学サポー
ト室の支援があるから。
皆様に是非ご利用をお勧
めレます。

優しい気持ちで人と会話が
できる揚なので、自分と違う
考えも素直に受け入れられ
るし、自分の考えを褒めても
らえたり共感してもらえた
りして嬉しかったです。

． 
ノートテイク支援を
利用しているAさん

． ラマ
い’J

コミュ二ケーショングρ｝プワークに
参加レているCさん

スケジュール管理支援を
利用しているBさんと
お母さん

主なサポート内容 G昌年度難責〉
個別相談で個々の特性や二一ズを把握レ、修学上~要なE白書や支援をコーディネートします。
・教材や資料の文字倒広大 ・ノートテイク、パソコンテイク（講義内容の要約筆記〉
・受講講義智E当教員への配慮願い作成 ・自己管理（スケジューlレ笥里、生活リズム調整等〉支援
・自己理解〈特性の理解等〉支援 ・対人関係やコミュニケーションのスキルアップ支援




